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1. はじめに

我が国の中山間地域においては，多様な歴史・風土

や自然的環境の下，地域的クラブ活動や伝統行事等，

様々な社会的レジャー機会が存在している場合が少

なくない．そのため，社会的レジャー活動の活性化に

よる地域振興の実現が期待できる1)．社会的レジャー

の活性化を図る上では，地域における人的交流の高

度化が重要となるが，近年，若年層の人口流出等，中

山間地域における緊密な人的ネットワークの基盤が

揺らぎつつある．その一方で，中山間地域と都市と

の間で活発な人的交流が試みられており，新しいタ

イプの社会的レジャー機会が創出されつつある．中

山間地域の持続可能性を向上させるためには，多様

な人的交流に基づき，自発的な社会的レジャー形成

を促進することが大きな課題となる．

以上の問題意識の下，本研究では，中山間の過疎

地域と都市域との間の人的交流に基づく社会的レジ

ャー形成の可能性について理論的に分析し，社会的

レジャーの活性化を通じた過疎地振興策のあり方に

ついて検討する．そのために，複数の家計による社

会的レジャーの自発的形成メカニズムを理論モデル

として定式化する．その上で，過疎地域における農

村家計と都市地域における都市家計との間の人的交

流を通じた社会的レジャーの混合形成問題を理論的

に検討する．

2. 本研究の基本的な考え方
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(1) レジャー概念

伝統的に経済学では，レジャー（leisure）を労働

に対置するものとして位置付け，家計行動を希少な

時間資源の労働・レジャーへの配分問題として定式

化してきた．一方，人文科学の分野においては，レ

ジャーとレクリェーション（recreation）は区別して

用いられ，レクリェーションは労働に対置する概念

として理解されるのに対して，レジャーは生きがい・

歓びに通ずる高尚な行為として理解される場合が多

い．すでに，アリストテレスは，レジャー概念を拘束

的な時間から自由になった人間存在の状態，精神の

状態として把握している．また，歴史学者ホイジン

ガによれば，「遊び」概念は神聖な意識に基づく人間

努力の最高形式であり，「遊びの目的は行為そのもの

の中にある」ことを指摘している．本研究では，先

行研究1)に基づき，「生きがいづくり」を核とした過

疎地活性化問題を取り上げるが，その際，レジャー

概念を上述したような人々の生きがいや存在理由を

獲得するための自発的な行為として位置づける．

(2) 社会的レジャーの生産・消費行動

家計がレジャーサービスを享受するためには，家

計の希少資源である時間・金銭を投入し自らレジャー

サービスを生産するとともに，自己生産したサービ

スを自己消費することが必要である．また，社会的

レジャーの生産・消費には，人々との交流や共同行為

が不可欠となる．そのため，社会的レジャーの生産

においては，人的交流を支援するハードな施設や社

会的規範や慣行等のソフトな公共財が必要とされる．

さらに，社会的レジャーの質的向上において，個々人

に蓄積された知識，技術等の人的資源が重要な役割

を果たす．このように，社会的レジャーの活性化を

図るためには，人的交流を支援するとともに，社会



基盤の整備や人的資源の蓄積が前提となる．

(3) 社会的レジャーの混合形成問題

本研究では，社会的レジャーサービスを複数の家

計により集合的に生産・消費される集合的消費財と

して位置付け，過疎地域における社会的レジャーの

形成を公共財の自発的形成問題としてモデル化する．

また，家計の社会的レジャー活動を支える各種の社

会基盤が地域行政によって整備される状況をモデル

化する．ただし，冒頭で述べたように，過疎地域に

おいては，人口流出のために地域内のみでは十分な

人的交流が確保されない問題を考える．一方，都市

域においては，社会的レジャー機会が不十分であり，

過疎地域における社会的レジャー活動に参加しよう

とする潜在的な需要が存在すると考える．

本研究の目的は，このような状況において，過疎

地域に住まう農村家計と都市に住まう都市家計によ

る社会的レジャーの混合形成の可能性を理論的に検

討することにある．この問題に関しては，Tiebout

をはじめとする地方公共財に関する多くの研究が蓄

積されている．Tieboutは，分権的統治システムに

おいて，各家計が自分の選好に基づいて居住地域を

棲み分けるような分住均衡の最適性を論じている．

また，Scotchmerは，クラブ財の供給問題を対象と

して，同質な家計のみから構成される分離クラブ（

segregated club）と異質な家計が共存する混合クラ

ブ（mixed club）を比較分析した結果，分離クラブ

において常にパレート効率的な資源配分を達成でき

ることを指摘している2)．本研究では，Scotchmerの

モデルを応用し，社会的レジャーの混合形成の実現

可能性を検証する．ただし，Scotchmerのモデルと異

なり，本研究では家計による公共財の自発的な供給

問題を対象とする．さらに，異質な家計の間で補完

的な外部性が存在するような状況を検討する．

なお，社会的レジャーの生産・消費に付随する問題

として，家計の free rideの可能性が指摘されている

1)．本研究のモデルにおいても，社会的レジャー形成

において家計による free ride問題が存在するが，本

研究では，異なる地域間の社会的レジャーの共同形

成の実現可能性を検証することに分析の主眼がある

ため，以下では free ride問題については取り立てて

考察することはしない．

3. 社会的レジャー形成問題

(1) 基本モデル

過疎地域と都市域の２つの地域を考える．本節で

は，それぞれの地域における農村家計と都市家計が

分離して社会的レジャーサービスを生産・消費する

状況を想定する．以下では，簡単のため，同一地域

に住まう家計は，同質な選好を有するとともに，共

通の予算制約に直面していると仮定する．Sandler3)

に基づいて，家計の効用関数をU l(yl; Rl) (l = r; c)

で表現する．ただし，l = rは過疎地域の農村家計を，

l = cは都市域の都市家計を表す添字である．また，

yl (l = r; c)は家計の保有する私的財を表している．

一方，Rl = R(X l; Sl) (l = r; c)は地域における社

会的サービスの生産水準を表す関数である．ここで，

X l =
P

i x
l
iは地域 lにおける社会的レジャー生産の

集団成果を表しており，xliは家計 iによる社会的レジ

ャーの生産活動を表している．また，Slは，社会的レ

ジャーを生産するための社会資本の供給水準を表し

ている．例えば，社会的交流やアウトドア活動の場

となる共用施設や自然環境資源等が該当しよう．以

下では，Slを社会的レジャー基盤の整備水準と呼称

する．各家計の効用最大化問題は以下のように表現

される．

max
yli;x

l
i

fU(yl; R(X l; Sl))jyli + plxli = I ÄC(Sl)=nlg (1)

上式において，家計の所得 Iは地域に関わらず同一で

あると仮定している．ここで，plは社会的レジャーサ

ービスと私的財との限界代替率を表している．本研

究では，都市家計の方が，社会的レジャー活動によ

る機会費用が高いものと考えて，

pc > pr (2)

が成立すると仮定する．また，C(Sl)は，社会的レジ

ャー基盤Slの整備費用であり，本モデルでは，社会

的レジャー形成に関与する家計の人数nlで均等に負

担することを仮定している．効用最大化問題 (1)の解

ylÉ(Sl; nl); xlÉ(Sl; nl)は，以下の１階の最適化条件

を満足する．
@U l=@Rl

@U l=@yl
= pl (l = r; c) (3)

次に，社会的に最適な社会的レジャー基盤の整備

水準SlÉと社会的レジャー形成に関与するメンバー規

模nlÉは，家計の間接効用関数V (pl; R(X l; Sl); nl)を



用いて，以下の問題を解くことによって求められる．

max
Sl;nl

fV l(pl; R(X l; Sl); nl)jI = C(Sl)=nlg (4)

以下では，この問題の最適解SlÉ; nlÉをタイプ別最適

解（type optimal）2)と呼称する．

各地域において最適な社会的レジャー基盤の整備

水準SlÉとメンバー数nlÉが導出されたが，以下では，

都市域と過疎地域において，それぞれ十分な整備水

準とメンバー数を確保できない状況を想定する．す

なわち，都市域における社会的レジャー基盤の整備

水準の上限値S
c
，過疎地域における家計の人口nrに

ついて以下の条件式が成立すると考える．

ScÉ> S
c
; nrÉ> nr (5)

このため，都市域において，社会的レジャーに対す

る都市家計の潜在的な需要に見合うような基盤水準

を達成することができず，結果的に十分な社会的レ

ジャー機会を創出することができない．一方，過疎

地域においても，社会的レジャー形成を担う十分な

メンバー数を確保することが出来ないため，社会的

レジャーの生産は過少となる．このため，都市域と

過疎地域との間で，資源の過不足を補完することが

可能であり，両地域間の人的交流を通じて社会的レ

ジャーの活性化を図る可能性が期待できると考える．

次節では，このような状況において，都市家計と農村

家計との間の人的交流を通じて，社会的レジャー形

成を促進することが出来るか否かについて検討する．

(2) 社会的レジャーの混合形成モデル

都市家計は，過疎地域を訪問し，当該地域におけ

る社会的レジャー基盤を利用するとともに，農村家

計との人的交流を通じて，社会的レジャーを共同し

て生産・消費することが期待できる．一方，過疎地域

の家計にとっては，都市域から社会的レジャー形成

の新たな人材を得ることによって，より活発な社会

的レジャー活動が期待できる．本節では，このよう

な状況において，これら異質な家計の間で社会的レ

ジャー形成を実現できるか否かを，社会的レジャー

混合形成問題として分析する．社会的レジャーの混

合形成において，社会的レジャーの集団成果はX =
P

i x
r
i+

P

j x
c
jで表現される．また，社会的レジャー基

盤の整備水準を新たにSと表す．社会的レジャー活動

のために都市域から訪問した家計数をnvで表す．各

家計の私的財の消費活動と社会的レジャー生産・消費

活動については，前節の効用最大化問題と同様であ

り，条件式 (3)を満足する ylÉ; xlÉ (l = c; r)となる．

このような状況において，社会的レジャーの混合

形成が実現可能か否かは，下記の条件を満足する社

会的レジャー基盤の整備水準S，都市域からの訪問者

数nvが存在するかどうかに依存する．

V r(pr; R(X;S); nr + nv) >

V r(pr; R(XrÉ; SrÉ); nr) (6)

V c(pc; R(X;S); nr + nv) >

V r(pc; R(XcÉ; S
c
); ncÉ) (7)

ここで，条件式 (6)(7) は，それぞれ農村家計，都市

家計にとって，社会的レジャーの混合形成を通じて，

混合形成しない場合よりも効用が上昇するための条

件を表している．これらの条件は，社会的レジャー

の混合形成が，特定のメンバー間の提携に対して頑

健性（coalition-proof equilibrium）を有しているこ

とを保証する条件である．ここで，条件式 (6)が成立

しない場合，農村家計にとって，都市家計との人的交

流を避け，地域内の農村家計との間で社会的レジャー

形成活動に従事することの方が望ましい結果となる．

一方，条件式 (7)が成立しない場合，都市家計にとっ

て，過疎地域に訪問せずに，都市域で生活すること

の方が望ましい結果となる．また，上記の条件が成

立する場合，社会的レジャー基盤の整備水準Sにおい

て，いずれの家計の効用も増加する．そのため，地域

行政にとっては，それが都市域と過疎地域における

家計全体の厚生を代表している場合（total-economy

viepoint）3)でも，いずれかの家計の厚生を代表して

いる場合（club viepoint）でも，社会的レジャー基盤

の整備水準Sを実現することが望ましい選択となる．

ここで，家計の間接効用関数V l(pl; Rl; n) (l =

r; c)が (Rl; n)に関して準凸関数である場合，上記の

条件 (6)(7)について，以下の命題が成立する．

命題

過 疎 地 域 と 都 市 地 域 に お け る タ イ プ 別

最適解 (SrÉ;nrÉ)と (ScÉ; ncÉ)の値が近くなる程（S-c

空間上の２点間の距離が短くなるほど），社会的レ

ジャーの混合形成の実現可能性が高まる．

上記の命題より，農村家計と都市家計との間で社

会的レジャーの混合形成を実現する上では，両家計

の間で社会的レジャー基盤の整備水準やメンバー規



模に関する要求レベルを共有化しておくことが重要

であることが分かる．すなわち，集団内における共

通決定事項についての合意を形成することが求めら

れる．農村家計と都市家計との間で，これらの要求

水準を共有化できない場合，農村家計と都市家計に

とって，自分の社会的レジャー活動に見合うだけの

社会的レジャー基盤の整備水準を実現することが出

来ない可能性が存在する．特に，都市家計にとって

は，式 (2)が成立し，社会的レジャー生産に要する費

用が高い場合，自分にとって最適なレジャー活動に

見合う以上の社会的レジャー基盤の整備を負担しな

ければならないことが考えられる．反対に，農村家

計にとっては，自分の要求する社会的レジャー活動

よりも過小な基盤整備に留めることが求められる可

能性が考えられる．その結果，両家計はお互いに共

同して社会的レジャー活動に従事することをとり止

める可能性が存在する．

なお，以上の命題は，Scotchmer2)の結果と整合的

である．ただし，Scotchmerと異なり，タイプ別最適

解 (SlÉ; nlÉ)が完全に一致しなくても，社会的レジャ

ーの混合形成が可能である．この点は，本研究の分

析枠組みでは，過疎地域と農村地域のそれぞれにお

いて資源制約が存在するため，互いに補完的な関係

にあることに起因するものである．

4. 地域間交流に基づく社会的レジャー活性化策

農村家計と都市家計は，異質な選好を有するとと

もに，異なる社会的レジャー費用を負担するため，両

家計の間で整備水準Sやメンバーサイズnを共有化

することは必ずしも容易なことではない．本章では，

これらの要求水準の共有化とともに，条件 (6)と (7)

を成立させ，社会的レジャーの混合形成の存続可能

性を高めるための方策について考察する．

第１に，人的交流における補完性を高める方策が

考えられる．特に，過疎地域における社会的レジャー

活動においては，農村家計の有する知識や技術等の

人的資本を通じて，都市家計にとって農村家計との

人的交流の魅力が高まる場合が考えられる．農村家

計による人的資本が社会的レジャーの集団成果Xに

反映される場合，Xは次の式のように表現されよう．

X =
X

i

gxri +
X

j

xcj (8)

ここで，g > 1は農村家計の有する人的資本を表して

いる．この時，都市家計は農村家計との交流を通じ

て付加価値を得ることが可能となる．その結果，都市

家計の間接効用は大きくなり，条件式 (7)が成立し易

くなる．これより，過疎地域における社会的レジャー

基盤の整備水準Sを高めるような方策は，都市家計

の要求水準との乖離を生じさせる可能性が存在する

一方で，過疎地域における人的資本の創出を通じて，

人的交流の魅力を直接的に高めることが都市家計と

の社会的レジャーの共同形成を促進し得る可能性が

示唆される．

第２に，都市家計の社会的レジャー活動に対する

負担pcを低減させる方策が考えられる．この場合に

おいても，都市家計の間接効用は大きくなるととも

に，農村家計との異質性が小さくなれば，社会的レ

ジャー基盤に対する両家計の要求水準も近づく可能

性が考えられる．特に，過疎地域での社会的レジャー

活動に赴く都市家計にとってその負担額は少なくな

く，そうした負担を軽減することが持続的な社会的

レジャー形成に繋がる可能性が期待される．

5. おわりに

本研究では，過疎地域における多様な人的交流に

基づく社会的レジャーの形成を公共財の自発的形成

問題として分析した．その結果，農村家計と都市家

計による社会的レジャーの混合形成を実現する上で

は，社会的レジャー基盤の整備に対する要求を共有

化するとともに，人的資源の活用を通じて人的交流

の補完性を高めることが重要であることを指摘した．
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